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旧世界放 (アカゲザルMacacamulata) :成秋雄 I
.gR｡肋骨は左右とも12本で,OXは最上位の独立した4
肋骨起始筋腹から12肋骨まで,さらに胸腰筋膜からも
起る｡支配神経はTh4からし3までの12分節であり,Rcl
はTh4からTh8まではoxの外側で胸壁を貫き.それ以
下はoxを貴く｡ただしTb12からL3ではRcl前校のみが
OXを貫き,後枝はより背側で腹壁をrrく｡すなわちこ
の分飴ではRclの前枝後枝が腹壁を井く位IrT'uLは同じでは
なくかなり離れている｡筋枝はTh4が衣両から入る以外
すべて洗面から分布する｡筋内分抑ま4-8肋骨から
起始する5筋火はそれぞれ対応するTh4からTh8が分布
するが,9肋骨起始筋腹にはTh9とThlOが分布し筋腹
と神経分節のずれが起る｡各筋束と神経の支配領域の
関係は8肋冊起始筋腹の脱側下部にはTh9が分布し2分
節筋となり.それより下位では順次腹側部分が下位分
節の神経によって支配されるようにずれる｡筋内での
神経の交通はTh8とTh9.Th12からL2に見られた｡
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